
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































就職先 助産師 進学その他 合計 
在学生の状況
平成22年２月１日現在
国家試験の合格状況
平成21年3月に、9期生106名が受験した国家
試験の合格発表がありました
就職状況
9期生106名の就職状況です
私は、三重県立看護大学で助手として働き
ながら、大学院で学んでいます。
大学を卒業してから大学院に入るまでに10
年以上のブランクがあり、研究に関して無知
でしたので、自分の勉強不足や能力のなさに
情けない思いを幾度もしました。大学院は学
部とは異なり、教えてもらうという形式の授
業は殆どありません。学生自身が学ぶ意図を
持ち、主体的に学び、自ら疑問を解決するた
めの行動が求められます。私は授業の課題を
乗り越えていくうちに、少しずつ文献を読む
視点が変わり、自分の研究課題が明確になっ
ていくのを感じました。今、ようやく研究の
視点や方法を自分なりに掴めてきたように思
います。
仕事を続けながら大学院で学ぶことは容易
いことではありません。夜間や土日の時間を
有効に使うために自己管理能力が不可欠です
し、周囲の理解と協力も必要です。私は、職
場の上司や同僚と指導教官に支えられて、学
業を続けることが出来ていることに感謝して
います。
社会機能系看護学領域
看護管理学分野
灘波　浩子
院生の
声
VOICE
私は三重県立看護大学5期生であり、3年間
臨床で働いた後、大学院生として本学に戻っ
てきました。大学院での研究内容は、心肺蘇
生法の中で最も重要な技術である胸骨圧迫を、
どのような方法で教育をすれば、初学者が効
率的に習得できるのかということを人間工学
や学習心理学の手法を取り入れ、実験的に検
証しています。実験を行うにあたり、準備か
らデータ解析まで莫大な時間や学習を要しま
すが、得られたデータから新しい知見を見出
せたとき、今までの苦労が報われたと思える
ほど、喜びと充実感に満ちました。大学院で
の研究によって今後の課題も見つかり、研究
者として走り続ける決意ができました。また、
昼間の院生は、研究や勉強に打ち込める時間
を自分で調整し大学院に専念できます。週末
は看護師として病院でバイトしながら生活し
ています。本学の教員は研究に対して熱心な
方ばかりなので、大学院で学ぶことは人生の
ステップアップにつながると確信しています。
クリティカルケア系
成人看護学
長谷川　智之
院生の
声
VOICE
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卒業生支援として 生協・図書館・保健室
地域交流センター事業「夢が丘ハートネット構築」
本事業は、本学の卒業生がイキイキ
と看護職者として活躍できるよう支援
する事業です。卒業生とは、三重県立
看護短期大学、短大専攻科、三重県立
看護大学、大学院の卒業生を対象と考
えています。
今年度の活動は、卒業生を対象とし
た「よろず相談」と「ミニ同窓会　卒
業生集まれ！」の開催です。
よろず相談は毎月第2・4水曜日
（祝日を除く、13:30～15:30）に行
っています。直接大学へお越しいただ
くか、電話・メールで相談を伺う方法
をとっています。相談内容はどんなことでもかまいません。仕事や家庭で
のことなど日頃のささいなことからご相談に応じています。
ミニ同窓会は、年に2回の開催を予定し、第1回目を平成21年11月7
日（土）本学学生ホールにて行いました。宣伝はクチコミやチラシの配布
が主でしたが、当日は短大・専攻科卒業生21名、大学・大学院卒業生26
名、さらに退職された先生方や在籍中の先生方など総勢63名の方に参加
いただきました。経験を重ね専門性を極めている卒業生や管理職として活
躍されている卒業生、看護職の第一歩を踏み出しひた向きにがんばってい
る新人の卒業生などからの近況報告がありました。参加者の皆様には、本
学の同窓生であることの心強さや、同窓生としての一体感を感じていただ
け、また明日よりがんばる鋭気を養っていただけたようでした。第2回目
は平成22年3月6日（土）じばさん三重（四日市）で開催します。
三重県立看護大学生協のご案内
三重県立看護大学生協についてご紹介いたします。
学内に店舗を持つ看護大学生協は、学生・教職員の皆様の熱いご要望と設立準
備期間を経て、2003年10月にオープンいたしました。
現在、入学された全員の学生の方に生協加入をいただいております。
以下の事業内容をもって、学生生活の質的向上に貢献させていただくことを目
指しております。
1.食堂事業
●昼食のご提供
2.購買事業
●教科書の販売、ナースウエアなど医療実習教材の販売、教材用パソコンの販売、
日常的にご利用いただく文具・雑誌・軽食などのご提供
3.共済事業
●事故や病気への保障を対象とした共済、および他人に対する賠償責任を保障す
る学生賠償責任保険による、日常生活や医療実習時の保障
以上の事業について、年間を通じてご提供しておりますが、学生一人当たりの
年間利用高は17万円となっています。
このご利用金額は、全国255大学生協の中で常に上位10位以内をキープしてお
り、大変高い利用となっています。
このことからも伺えるように、設立当時の熱意が冷めることなく、学生・教職
員のみなさんが運営にかかわり作り上げてゆく生協店舗となっています。
これからもますます、皆様のお役に立てるよう事業を進めてまいります。
三重県立看護大学附属図書館
本学附属図書館は、平成9年の開
学以来、本学学生はもとより地域に
開かれた大学として施設を開放して
まいりました。特に医療職に従事す
るスタッフの方々や看護学を専攻す
る学生の皆様に便利にお使いいただ
けるように平日は21:00まで、土曜
日も17:00まで開館いたしておりま
す。今後とも本学附属図書館をご支
援くださいますようよろしくお願い
申し上げます。
保健室での今年度の1年を振り返って
一番の業務は、新型インフルエンザ対策でした。4月下旬から最
新情報や予防策などを掲示板やＨＰ、メールにて随時配信し、学内
全ての出入り口には手指消毒薬を設置しました。学内での発症数や
感染状況を全教職員へ周知し、最新情報を共有することで担当学生
への指導につなげていきました。その結果、9月に学内で初めて発
症が報告されてから1月中旬までの本学学生の罹患率は、12.5％
（400名中50名）でした。学年閉鎖をするような集団発生がなく経
過できているのは、看護学を学ぶ学生一人ひとりの自覚と、指導し
ていただいた先生方のお力の賜物と思っています。
もう一つの試みは、学生や教職員に向けて「癒しの場となる保健
室づくり」を目指しました。「話を聞いてほしい…」「居場所がない
…」など心がちょっと寂しくなった時に駆け込めるような場所にな
れればと、アロマオイルを焚いたり、ドアを少し開けておいたり、
絵本を置いてみたりなど小さな試みですが、行きやすくてほっと一
息できるような空間づくりを目指しています。おしゃべりするだけ
で気持ちが変わることもあります。行き場所に悩んだ時には保健室
の存在も思い出していただけたら…と思います。
短期大学の大先輩
同窓会役員
ミニ同窓会
食堂のメニューケース
購買店舗（1日300名の
ご利用をいただいています）
食堂ホール（1日150名の
ご利用をいただいています）
全員の方に加入いただいている
「学生総合共済」
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教職員の紹介
21年4月～新規採用の教員
私は平成21年4月1日付で精神看護学教員
に就任いたしました。
精神看護学は、従来成人看護学のなかで
「精神科疾患と看護」として教えられていた
のですが、1997年の法改正により「精神看
護学」として独立しました。
看護学の一翼を担うことを期待された精神
看護学を、今後どのような方向に進めるべき
か。私は精神看護学を担当する一教員として、
「学」の確立に向けて不断の努力を重ねなけ
ればならないと、新たに決意しています。
新たな出発
精神看護学
水野　正延
教授
今年度より、成人看護学を担当させて頂く
ことになりました。看護系大学の教員経験は
2校目で、2回目の成人式を迎えたばかりで
す。これからは、新しい文化や当大学の教育
の心にふれて、素晴らしいものを貪欲に吸収
し、その2倍以上を社会的な貢献で果たして
いきたいと考えています。私の主な専攻は
「感染看護学」なので、新型インフルエンザ
等の感染症に脅かされた地域の人々の心身を
守れるように、熱く取り組んでいきたいと思
っています。
成人看護学
脇坂　浩
准教授
平成21年４月1日付けで、成人看護学領域の講
師として三重県立看護大学に着任致しました。3
月まで京都大学大学院医学研究科人間健康科学系
専攻の助教として勤務しておりました。看護の単
科大学の勤務は初めてであり、単科大学のメリッ
トを期待しつつ、これまでの大学教育の経験を最
大限に活かしたいと考えております。
最後になりましたが、今後、微力ながら学生の
教育・研究、地域貢献に尽力したいと考えており
ますので、先生方には、ご指導、ご鞭撻の程、ど
うぞ宜しくお願い申し上げます。
成人看護学
橋　美和
講師
平成21年4月に実践基盤看護学の助手とし
て着任しました。実践基盤看護学は従来の基
礎看護学・機能看護学が一つの講座となった
ものです。私はその中で主に、1年生や2年
生を対象にした基礎看護学を担当していま
す。柔らかい頭と、看護への熱い思いを持っ
た学生たちとのかかわりの中で、看護の奥深
さを感じながら学生とともに学びの日々を送
っています。どうぞよろしくお願いします。
実践基盤看護学
片岡 えりか
助手
平成21年4月より小児看護学助手として三
重県立看護大学で勤務することとなりまし
た。これまでは、小児病棟で看護師として勤
務し、病気を持ちながら生活する子どもの看
護を行うとともに、小児看護に対する自身の
学びを深めてきました。教育や研究という面
はまだまだ未経験の部分も多くありますが、
自身の経験や学びを学生に伝えるとともに、
本学の発展に貢献出来るよう、新たな気持ち
でがんばりたいと思います。どうぞよろしく
お願い致します。
小児看護学
杉野 健士郎
助手
心理学が対象としている「こころ」は、
手にとって確かめることもできず、研究
するには曖昧で厄介な代物と言えます。
研究に際しては、誰もが確かめられる行
動を「こころ」の表れの一側面として捉
え、丁寧に調べることが大切と考えてい
ます。さらに、脳機能の解明も、「こころ」
の理解には不可欠な要素であると言えま
す。最近では、さまざまな事柄に価値を
見出す「こころ」の働きについて解き明
かすことが、「こころ」を理解する重要な
手がかりになるのではと思っています。
心理学
小池　敦
昨年の10月よりこちらで働かせて頂くこ
とになりました。学生の皆さんと接すること
はとても楽しく、活き活きしている自分を感
じつつ、一方で大きな責任を担っているとい
うことを自覚させられる日々です。教育に研
究に初心者でありますが、多くの素晴らしい
先生方に少しでも近づけるよう努力すると共
に、一人の魅力ある人間を目指し、人生も大
いに謳歌していこうと思います。そして、こ
の三重県立看護大学の発展に微力ながら貢献
していきたいと思います。
精神看護学
新地 恵都子
助手
卒業後、関東の大学病院に勤務し、昨年度より
本学に老年看護学助手として着任しました。臨床
では外科病棟にて勤務しており、忙しい職場では
ありましたが、看護師として働けることに喜びを
感じていました。帰郷を機に、教育に携わること
になりました。領域別実習から学生と関わらせて
いただいています。学生が患者との関わりを学ぶ
姿を見ていると、勤務が長くなるにつれて忘れて
しまっていたことが多くあることに気づかされま
す。学生と共に学びながら、臨床で働ける喜びを
伝えていきたいと思います。
老年看護学
武田 佳子
助手
運命とは不思議なもので、「恩師との出
会い」によって教育の道へ進むことを決
めましたが、看護部での継続教育を担当
する学び・実践の中で知識や技術だけで
なく、リーダーシップや態度などの「人
の成長」過程についても興味を持つよう
になりました。
研究分野としては「フィジカルアセス
メント」に関することですが、看護継続
教育の受容による看護実践の変化やそれ
らの変化に伴う患者満足度への影響など
について関心を持っています。
実践基盤看護学
平良 美栄子
21年4月転入の職員
池山　喜三男
西井　ひろみ
畑中　洋子
北島　利哉
中西　正和
坂　昌二
花谷　朋保
纐纈　早耶香
平成21年3月に
転出の職員
看護大学に赴任して早１年、法人化により新た
にスタートした教務学生課に所属しています。
私、職に就いて、始めの勤務は紀州尾鷲の土木
事務所でした。第一次オイルショックの後でした
が、まだまだ日本も元気で、丁度今の中国の活気
を連想するような時代でした。
それから、なぜか農林水産系の部所勤務が多く
直近は中央卸売市場でした。そこは4月から指定
管理者制度が導入され今は民営になっています。
食材の安定供給や安心・安全も民間で充分担える
ということなのでしょう。
教育分野は初めてですが、どうぞよろしくお願
いします。
教務学生課
佐田　実
大学に来る前は、アスト津にオフィスがあ
る生活・文化部国際室に勤務していました。
学生募集や地域連携の仕事で、高速道路を
利用し熊野市と御浜町を訪問する機会があり
ました。10年前、熊野に単身赴任していた
ころは、高速道路（紀勢道）が完成しておら
ず、国道42号線をひたすら自動車で走って
いました。
大学では、主に広報や地域連携などの業務
を担当しています。三重県立看護大学をこれ
まで以上に皆様に知っていただくため、タイ
ムリーな情報提供をしていきたいと思ってい
ます。
企画広報課
世古口 正夫
平成21年4月に県税事務所より本学へ異動
してまいりました伊藤と申します。
本学では教務学生課に属し、学内情報ネッ
トワークシステムの運用、情報機器の管理業
務、学務システムのリプレイス業務などを担
当しています。
学内イベント時の機器操作や、各教室のメ
ディア機器の調整にも出向き対応しており、
学生の皆さんがより良い環境で充実した学生
生活を送れるよう縁の下から支援をしていき
たいと思っています。
教務学生課
伊藤　生馬
教務学生課の染川と申します。趣味は旅行と合唱です。
昨年4月に大学に赴任してきた際に印象的だったのは、
学内の桜でした。桜の木はそれほど多いわけではありま
せんが、入学式の時、講堂と管理棟の間にある満開の桜
は入学生を微笑ましく見守っているようで、春という季
節をより暖かく感じたことを覚えています。本学はいつ
もお掃除やメンテの方に学内の設備等を手入れしていた
だいています。学食も美味しいと好評です。是非一度見
学にお越しください。
教務学生課
染川 めぐみ
昨年4月の人事異動で附属図書館勤務となりました。
カウンター業務全般のほか、主に他館との間の文献複写
に関する業務を担当しています。昨年度は公共図書館に
おいて、看護学とは関係の薄い分野を担当していました。
広い主題にわたる資料を扱う公共図書館とは異なり蔵書
が看護学に特化しているので、勝手が違い対応に戸惑う
場面もありますが、貴重な経験ととらえ、こうした機会
に恵まれたことをありがたく感じています。
附属図書館
中野　香苗
事務局のしごと
総務課
大学を運営していく上で、多岐に渡る業務を担当してい
ます。
財務管理のなか、教職員の人事、施設設備などに関わっ
ています。また、21年度は新型インフルエンザ対策委員
会を設置しました。
企画広報課
大学法人事務のほか、大学の改革や中期計画、認証評価
に関すること、大学のPR、「大学案内」や広報パンフレ
ットの作成やオープンキャンパスなどの行事を担当して
います。
教務学生課
「学生を支援する」業務をしています。入試から卒
業まで、いつも学生のそばにいます。大学・大学院
の履修等の教務、学務システム、学生の福利厚生や
就職事務、奨学金や就学資金、国家試験、学生の健
康管理などに関わることをしています。
法人及び大学（大学院を含む）の事務管理を担っている事務局を紹介します。
事務局は「総務課」、「企画広報課」、「教務学生課」、から成り立っています。
私の研究視点
村嶋　正幸 教授 平成21年3月退職
林　文代 准教授 平成21年3月退職
野呂　千鶴子 准教授 平成21年3月退職
平野　真紀 講師 平成21年3月退職
鈴木　敦子 助教 平成21年8月退職
退職の教員
